
当社の強みを活かした出店戦略を展開し、
小型店運営のシステム支援企業としての
ポジションを確立してまいります。

●株式会社ローソンとの提携状況
　平成28年9月6日に適時開示いたしましたとおり、当社と株式
会社ローソン（以下、「ローソン」といいます。）は、両社の共同運営
とする株式会社ローソン山陰（以下、「ローソン山陰」といいます。）
を設立し、平成29年2月末時点で53店舗が当社から「ローソン・
ポプラ」へブランド移行いたしました。
　これに伴い、「ローソン・ポプラ」「ローソン」合計288店舗を併
せて運営するエリアフランチャイズ事業が開始となり、この合弁
事業会社は当社が株式約30%を保有する持分法適用関連会社と
なりました。
　今後は、これまで取り組んでまいりました商品・原材料の共同
調達を更に推進するとともに、両社が持つ店舗インフラ・配送イ
ンフラの段階的な共通化を促進し、スケールの効いた効率性の高
い店舗運営体制を整えます。
　なお、「ローソン・ポプラ」店舗への事業承継に関して、一時的に
発生する在庫商品の処分や従業員の有休補償等の費用が膨らみ、
営業利益を押し下げる要因となりました。一方でローソン山陰が
当社の持分法適用関連会社となったことにより、当社がローソン
山陰に投資した「ローソン・ポプラ」店舗の事業価値の約70%に
対する持分変動利益8.4億円を連結損益に計上いたしました。

　第43期の通期連結業績の見通しといたしましては、営業総収入
は29,653百万円（前連結会計年度比10.9%減）、営業損失は42
百万円（前連結会計年度実績：営業損失468百万円）、経常利益は
161百万円（同：経常損失435百万円）、親会社株主に帰属する当
期純利益は178百万円（前連結会計年度比38.1%減）を見込んで
おります。

 Q3 今後の見通しについて教えてください。

代表取締役社長  目黒 真司

　経済政策や金融政策を背景に緩やかな回復基調が見られるもの
の、円安による輸入品やエネルギーの価格上昇により国内経済は
拡大の手応えに欠ける状況が続き、個人消費も足踏みの状況で推
移いたしました。
　このような状況のもと、当社グループは、地域一番店として選ば
れる小売店であり続けることを目標に、商品・サービスの鍛え直
し、特に、コンビニ利用が増加している働く女性やシニア層をター
ゲットとした商品開発を行い、お客様の立場に立った商品の提案
や新しいサービスの構築、売上向上の販促活動を推進してまいり
ました。

●商品・営業改革の状況
　当連結会計年度は業務改革の第3ステージの中食商材の鍛え直
しの一環として、“「こだわり」の商品で生活（くらし）に彩（いろど
り）を！”をテーマとした彩家デリ、彩家ベーカリー、彩家スイーツ、
彩家カフェの4ブランドの展開を開始しました。
　弁当では「ライト&ヘルシー」の商品群の育成、ベーカリーでは
上質なパンの展開を強化、デザートではロールケーキ・チーズ
ケーキの展開を当社の“売り”＝主軸商品としてそれぞれ首都圏か
ら全地区へ拡大しました。これら商材を投入したカテゴリーでは
女性・シニアを中心に需要が伸びており、パン、デザート、ライス
イン弁当、サラダカテゴリーが既存店前年売上を大幅に上回ると
ともに集客が伸長するなど成果を上げています。
　サービス面では、お会計の際にレジで自動抽選を行い、当たりが
出ればオトクなクーポン券がその場（レジ）で発行されるという、
アミューズメント要素を盛り込んだ仕組み「レジロッタリー」を導
入いたしました。

 Q1 当期の業績について教えてください。

 Q2 当期の取り組み施策について教えてください。

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、ここに当社第42期報告書（平成28年3月1日から平成29年2月28日まで）
をお届けし、事業の概況をご報告申しあげます。
　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援とご鞭撻を賜りますよ
うお願い申しあげます。� 敬具
� 平成29年5月

報　告　書
平成28年3月1日から平成29年2月28日まで

第42期
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ポプラグループのストアブランド経　営　理　念

常に新しい利便性を追求し、お客様に
必要とされる企業になる。

オーナーに信頼され、取引先、株主様
に支持される企業になる。

商業の正道をもって利益を追求する
企業になる。

社員能力の育成をもって企業発展の
礎とし、ひとりひとりの生涯設計ので
きる企業になる。

ポプラグループは、住宅街やロードサイドな
ど、郊外立地を中心に展開する「ポプラ」に加え、
都市型コンビニエンスストア「生活彩家」、高速
道路にゆとりの空間を彩る「ハイウェイ彩家」、
関東・関西地方を中心に展開する「くらしハウ
ス」、「スリーエイト」といった複数のブランドを
有し、立地・顧客特性に応じた出店でお客様に
支持されるコンビニエンスストアチェーンを目
指します。

当期実績 計画 差異 前期
出 店 85 99 △ 14 36

閉 店 131 112 19 43

期末店舗数 472 505 △ 33 518

　新規出店は当社の売上ロイヤリティ制度の特色を活かし、法
人加盟の開拓と企業コラボによる出店を推進した結果、合計85
店舗の出店、「ローソン・ポプラ」化53店舗を含む合計131店舗
の閉店を実施し、期末店舗数は472店舗となりました。

【ポプラ】
●pal�WINWINパーク戸田店（埼玉県）
●TACMATE千代田中志筑店（茨城県）
●TACMATE大子袋田店（茨城県）
●TACMATE神立上砂店（茨城県）
●TACMATE岩井長須店（茨城県）
●TACMATE日立大みか店（茨城県）
●TACMATEひたちなか平磯店（茨城県）
●TACMATE水戸鯉淵店（茨城県）
●TACMATE芳賀ひばりが丘店（栃木県）
●神戸学園南店（兵庫県）
●高原マーケットかよう店（岡山県）
●八女インター店（福岡県）
●飯塚弁分店（福岡県）
●RIC吉井店（福岡県）
●RIC井上酒店（福岡県）
●RIC猪野店（大分県）
●RIC南大分店（大分県）
●RIC生石店（大分県）
●RIC下徳丸店（大分県）
●RIC大空団地店（大分県）
●RIC荘園店（大分県）
●RIC小城高校前店（佐賀県）
●RIC上高橋店（熊本県）

●RIC菊陽テクノパーク前店（熊本県）
●RIC嘉島上島店（熊本県）
●RIC辻久保店（熊本県）
●RIC諌早福田町店（長崎県）
●RICもりやま大野店（長崎県）
●RIC平戸中野店（長崎県）
●壱岐芦辺店（長崎県）

【生活彩家】
●広島市立大学店（広島県）
●ANAクラウンプラザホテル広島店（広島県）
●ニュートンプレイス店（東京都）
●プロロジス千葉NT店（千葉県）
●成田東武ホテルエアポート店（千葉県）
●国際医療福祉大学病院店（栃木県）
●アンスリー堺東店（大阪府）
●プロロジス茨木店（大阪府）
●京都クラフトマートウエスティン都ホテル京都店（京都府）
●京都クラフトマート新・都ホテル店（京都府）
●宝塚第一病院店（兵庫県）
●岡山中央病院店（岡山県）
●福岡女学院看護大学店（福岡県）
� 他19店舗

　ポプラでは、健康的な食生活、素材への
こだわり、手づくり感をコンセプトに、首
都圏を中心に中食商材の新ブランド「彩
家シリーズ」を昨年立ち上げ、お弁当やお
むすび、ベーカリーやデザートカテゴ
リーへの展開と、販売エリアの拡大を進
めてまいりました。また今年の春から、お
客様からご要望の多かった挽きたてコー
ヒー「彩家カフェ」も順次導入しております。

こだわりの商品で生
くらし
活に彩

いろどり
を！

九州地区 86店

関東地区 150店

中国地区 164店

関西地区 50店

北陸地区 22店
●地域別 店舗数

新規出店の状況

1

2

3

4

下期の新規開設店舗62店舗（上期23店舗）
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（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

当期実績
（単位：百万円）

前期比
（％）

小 売 部 門 19,849 84.5

卸 売 上 部 門 7,765 80.8

加盟店からの収入 1,732 93.0

その他の営業収入 1,846 94.5

そ の 他 の 事 業 2,076 112.2

合 計 33,270 85.8

　ポプラでは、TwitterとFacebook
の公式アカウントを開設しました。
　炊きたてのお米が大好きなポプラ
SNSキャラクター「スズメのポッピ」
が、毎週発売される新商品やキャン
ペーン情報など、ホームページでは伝
えきれない商品の魅力やお得情報を
発信してまいります。
　ぜひフォロー（いいね！）をお願いい
たします。

ポプラ公式SNSアカウント開設

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

科　　目 第42期
平成29年2月28日現在

第41期
平成28年2月29日現在

流動資産 3,080 3,991

固定資産 9,669 8,636

有形固定資産 4,409 5,108

無形固定資産 663 758

投資その他の資産 4,596 2,769

資産合計 12,749 12,628

科　　目 第42期
平成29年2月28日現在

第41期
平成28年2月29日現在

流動負債 6,010 5,649
固定負債 3,486 4,085
負債合計 9,497 9,735
株主資本 2,955 2,666
その他の包括利益累計額 296 226
純資産合計 3,252 2,893
負債純資産合計 12,749 12,628

連結貸借対照表

（単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目
第42期

平成28年3月 1 日から
平成29年2月28日まで

第41期
平成27年3月 1 日から
平成28年2月29日まで

売上高 29,687 34,960

営業収入 3,583 3,816

売上原価 23,222 27,459

営業総利益 10,048 11,317

販売費及び一般管理費 10,516 11,235

営業利益（△損失） △ 468 82

営業外収益 111 84

営業外費用 78 37

経常利益（△損失） △ 435 129

特別利益 1,280 124

特別損失 296 138

税金等調整前当期純利益 548 115

法人税、住民税及び事業税 266 62

法人税等調整額 △� 7 △� 7

当期純利益 289 60

親会社株主に帰属する当期純利益 289 60

連結損益計算書 営業総収入の内訳

前期末に比較し911百万円減少
し3,080百万円となりました。
これは、主に現金及び預金が
536百万円減少したこと及び商
品及び製品が223百万円減少し
たことによるものです。

流動資産

前期末に比較し360百万円増加
し6,010百万円となりました。
これは、主に未払法人税等が
216百万円増加したことによる
ものです。

流動負債

売上高の内訳の主なものは、当社直営店
舗の小売売上高19,849百万円（前連結
会計年度比15.5%減）、フランチャイズ
加盟店舗に対する卸売上高7,765百万円
（同19.2%減）です。

売上高

POINT

1

POINT

3

POINT

2

POINT

1
POINT

2
POINT

3

財務情報の開示について
詳細な財務情報については、当社ホームページの

「IR情報」にて開示しております。
下記のURLからご参照ください。

http://www.poplar-cvs.co.jp/ir/

　連結財務諸表 Consolidated Financial Statements

スズメのポッピ
・炊きたてのお米が大好き
・ポプラの近くの公園に住ん
でおり、たまにお店の中に
いることがある
・お米を食べるときは無我夢
中でとても速い
・ニワトリになぜかすごいラ
イバル心



当社のホームページでも様々な情報を
公開しております。

http://www.poplar-cvs.co.jp/

事 業 年 度 毎年3月1日から翌年2月末日まで
定 時 株 主 総 会 毎年5月に開催
期末配当金基準日 毎年2月末日
中間配当金基準日 毎年8月31日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
（お問い合わせ先） 〒541-8502�大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

電話0120－094－777（通話料無料）
公 告 方 法 電子公告といたします。
公 告 掲 載 U R L http://www.poplar-cvs.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に掲載いたします。）

上場金融商品取引所 東京証券取引所市場第一部
証 券 コ ー ド 7601
（ご注意）
1.　���株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座

を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人
（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんので、ご注意ください。

2.　���特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国
本支店でもお取次ぎいたします。

3.　���除斥期間満了前の未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本
支店でお支払いいたします。

平成29年5月発行

（平成29年2月28日現在） （平成29年2月28日現在）

所有者別株主分布状況 所有者別株式分布状況

発行可能株式総数 36,160,072株
発行済株式の総数 9,905,822株
株主数 11,084名
第42期中間に比べ674名減少しました。

社 名 株式会社ポプラ

本 社 〒731-�3395

広島市安佐北区安佐町大字久地665-1

資 本 金 24億1,013万7,725円

設 立 昭和51年（1976年）4月20日

チェーン店舗数 472店舗

従 業 員 数 364名

事 業 内 容 当社は、フランチャイズチェーンシステムによるコ
ンビニエンスストアの経営を主要業務として営ん
でおります。

（平成29年5月25日現在）

代表取締役会長 目 黒 　 俊 治 常 勤 監 査 役 宮 崎 　 　 進

代表取締役社長 目 黒 　 真 司 社 外 監 査 役 大 野 　 勝 美

取 締 役 副 社 長 中 間 　 昭 登 社 外 監 査 役 浴 森 　 　 章

取 締 役 野 村 　 一 雄

取 締 役 市 村 　 英 世

社 外 取 締 役 藏 田 　 和 樹

（注）持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数 持株比率
目黒　俊治 2,192,144 株 22.13 ％

ポプラ協栄会 1,758,209 17.74

株式会社ローソン 495,300 5.00

ポプラ社員持株会 305,231 3.08

株式会社広島銀行 212,960 2.14

三菱食品株式会社 177,855 1.79

株式会社もみじ銀行 172,934 1.74

日本生命保険相互会社 166,060 1.67

東京海上日動火災保険株式会社 159,720 1.61

三菱UFJ信託銀行株式会社 133,100 1.34

（平成29年2月28日現在）

　会社情報／株式情報 Corporate Data/Stock Data
会社概要

大株主（上位10名）

株式の状況

役員

（平成29年2月28日現在）

（注）���出資比率には、間接所有分（　　）を含めて記載しております。なお、その内訳は、
当社26.7％、大黒屋食品株式会社73.3％となっております。

会社名 資本金（千円） 出資比率（％） 主要な事業内容

大黒屋食品株式会社 10,000 100 食品製造卸事業

ポプラ保険サービス
有限会社 3,000

（注）100
（73.3） 保険代理店事業

株式会社ポプラ・
プロジェクト 1,000 100 ローソン・ポプラ

店舗

主な子会社

株主メモ
コミュニケーションツールのご紹介

■ 金融機関　26名（0.24%）
■ 外国法人等　26名（0.24%）
■ 金融商品取引業者　25名（0.22%）
■ 個人・その他　10,899名（98.33%）
■ その他の法人　108名（0.97%）

■ 金融機関　1,661,074株（16.77%）
■ 外国法人等　41,780株（0.42%）
■ 金融商品取引業者　89,759株（0.91%）
■ 個人・その他　6,559,980株（66.22%）
■ その他の法人　1,553,229株（15.68%）

（平成29年2月28日現在）（平成29年2月28日現在）

■ 金融機関　26名（0.24%）
■ 外国法人等　26名（0.24%）
■ 金融商品取引業者　25名（0.22%）
■ 個人・その他　10,899名（98.33%）
■ その他の法人　108名（0.97%）

■ 金融機関　1,661,074株（16.77%）
■ 外国法人等　41,780株（0.42%）
■ 金融商品取引業者　89,759株（0.91%）
■ 個人・その他　6,559,980株（66.22%）
■ その他の法人　1,553,229株（15.68%）

（平成29年2月28日現在）（平成29年2月28日現在）


